
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

｢活用｣の力を育てる評価問題

評価問題例 

【評価問題１】 

 ① それぞれの情報を解釈し、その中で重要な情報はどれかを考えて選ぶ。 

 ② 相手にとって分かりやすい説明となるように、情報を選び、整理する。 

   相手が理解しやすいように、話の順序を考える。 

 ③ 話す速さや声の大きさに注意する。 

国語 中３ 

｢相手を意識して伝えよう｣

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 訪問する中学校について（                             ） 

項 目 調べたり取材したりした内容 

地 域 ・人口８千人の山間村で… 

・ 

  

  

  

【評価問題１】 

  あなたのグループが設定したテーマを、小学生にわかりやすく説明するために、どのよ

うな工夫が必要でしたか。以下のポイントからひとつ選んで３５０字から４００字で書き

ましょう。 

 ① 必要な情報を把握するために、どのようなことに注意したか。 

 ② 情報を再構成するために、どのようなところを工夫したか。 

 ③ 相手に説明するときに、どのような点に注意したか。 

 ④ その他 

【評価問題２】 

  修学旅行で訪れる他の地域の中学校（どんな地域の学校か決めてください。）にあなた

の学校を説明するパンフレットを作って渡す取組をします。 

 ① 作成の段階で情報を集めるために使うシートには、どのような項目が必要でしょう

  か。調べたり取材したりするのに必要な項目を「地域」以外で５つあげてください。 

 ② ①であげた項目の中で、最も伝えたい項目をひとつ選んで、読む相手を意識しながら

  １５０字から２００字の説明原稿にしてください。 

 ③ 書いた原稿で工夫したことはどんなことですか。２つ以上あげましょう。 

評価問題のポイント

【評価問題２】 

 ① 全体をとらえながら、どのような情報を集める必要があるかを見通す。 

 ② 伝えたいことを端的に表現する。 

 ③ 相手を想定し、相手を意識した表現や工夫をする。 

授業展開例へ HOME 単元の流れへ 


